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(57)【要約】
【課題】複数の電線やコネクタを接続する必要性を減ら
す半導体照明システムを提供する。
【解決手段】ＬＥＤ相互接続システムは、ドライバ端及
び終端を有するケーブルを具備する。ケーブルは、ドラ
イバ端及び終端間を延びる電力経路及び戻り経路を有す
る。ドライバ端は、電力経路に電流を流すようドライバ
と係合するよう構成されている。終端は、電力経路及び
戻り経路を結合するよう構成されると共に、及びドライ
バに電流を戻すよう構成されている。コネクタは、ケー
ブルコンタクトと、ケーブルコンタクトに結合されたＬ
ＥＤコンタクトとを有する。ケーブルコンタクトは、ケ
ーブルを終端すると共に、ＬＥＤコンタクトに電流を流
すよう電力経路に電気接続される。ＬＥＤ組立体は、Ｌ
ＥＤに結合された回路基板コンタクトを有する。コネク
タのＬＥＤコンタクトは、ＬＥＤに電流を流すようＬＥ
Ｄ組立体の回路基板コンタクトと係合する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライバ端（１１２）及び終端（１１４）を有するケーブル（１０４）と、ケーブルコ
ンタクト（１２０）及び該ケーブルコンタクトに結合されたＬＥＤコンタクト（１２２）
を有するコネクタ（１１８）と、ＬＥＤ（１２８）に結合された回路基板コンタクト（１
３２）を有するＬＥＤ組立体（１２４）とを具備するＬＥＤ相互接続システム（１００）
であって、
　前記ケーブルは、前記ドライバ端及び前記終端間を延びる電力経路（１０８）及び戻り
経路（１１０）を有し、
　前記ドライバ端は、前記電力経路に電流を流すようドライバ（１０２）と係合するよう
構成され、
　前記終端は、前記電力経路及び前記戻り経路を結合するよう構成されると共に、前記ド
ライバに電流を戻すよう構成され、
　前記ケーブルコンタクトは、前記ケーブルを終端すると共に、前記ＬＥＤコンタクトに
電流を流すよう前記電力経路に電気接続され、
　前記コネクタの前記ＬＥＤコンタクトは、前記ＬＥＤ組立体の前記回路基板コンタクト
と係合して前記ＬＥＤに電流を流すことを特徴とするＬＥＤ相互接続システム。
【請求項２】
　前記システムは、前記ケーブルの前記終端に接続されるケーブル終端器（１４８）をさ
らに具備し、
　前記ケーブル終端器は、前記電力経路を前記戻り経路に結合すると共に、前記ドライバ
に電流を戻すことを特徴とする請求項１記載のＬＥＤ相互接続システム。
【請求項３】
　前記コネクタは、前記電力経路及び前記ＬＥＤ組立体間に電流を向けるよう前記ケーブ
ルの前記電力経路を分岐するよう構成された電線分岐部（１９４）を有することを特徴と
する請求項１記載のＬＥＤ相互接続システム。
【請求項４】
　前記コネクタはＬＥＤ端（１７２）を有し、
　前記ＬＥＤコンタクトは前記ＬＥＤ端から延びており、
　前記ＬＥＤ端は、前記ＬＥＤ組立体と係合して、前記ＬＥＤコンタクト及び前記ＬＥＤ
組立体の前記回路基板コンタクトを電気接続することを特徴とする請求項１記載のＬＥＤ
相互接続システム。
【請求項５】
　前記コネクタはＬＥＤ端を有し、
　前記ＬＥＤ組立体はフランジ（２７０）を有し、
　前記ＬＥＤ組立体の前記フランジは、前記コネクタの前記ＬＥＤ端と係合することを特
徴とする請求項１記載のＬＥＤ相互接続システム。
【請求項６】
　前記コネクタは係合機構（２１６）を具備し、
　前記係合機構は、前記ＬＥＤ組立体に設けられた対応する係合機構（２５２）に機械的
に結合することを特徴とする請求項１記載のＬＥＤ相互接続システム。
【請求項７】
　前記システムは、前記ドライバから延びる電線（１３８）に前記ケーブルを結合するよ
う構成された電線対電線プラグ組立体（１４６）をさらに具備することを特徴とする請求
項１記載のＬＥＤ相互接続システム。
【請求項８】
　前記システムは、前記ドライバの回路基板に前記ケーブルを結合するよう構成された電
線対基板プラグ組立体（３６１）をさらに具備することを特徴とする請求項１記載のＬＥ
Ｄ相互接続システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は概括的には半導体照明システムに関し、特に発光ダイオード（ＬＥＤ）相互接
続システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　半導体照明システムは、回路基板に半田付けされるＬＥＤを有するのが一般的である。
回路基板は、照明器具に実装されるよう構成されている。照明器具は、ＬＥＤに電力を供
給する電源を有する。回路基板は、照明器具電源に配線される。回路基板は、回路基板及
び照明器具に半田付けされる電線を使用して照明器具に配線されてもよい。或いは、回路
基板は、回路基板及び照明器具間を延びる複数のコネクタを使用して照明器具に配線され
てもよい。一般的に、回路基板を照明器具電源に配線することは、複数の電線及びコネク
タの一方又は両方を要する。電線及びコネクタの各々は、回路基板及び照明器具間に個別
の結合されなければならない。電線及びコネクタを電気的に係合させることにより、電源
がＬＥＤに電流を流すことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３００８８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、半導体照明システムは欠点が無い訳ではない。複数のコネクタ及び複数の電線
の一方又は両方と回路基板とを配線することは、一般的にはかなりの量の空間を要する。
空間が限定された照明器具では、電線を及びコネクタは、接続するために追加時間を有す
ることがある。さらに、複数の電線を接続することは複数の接続部を有し、ＬＥＤを接続
するために要する時間が増大する。また、複数の電線及びコネクタの使用は、照明システ
ムを誤配線する可能性を増大させる。特に、ＬＥＤ照明器具は熟練していない労働者によ
り頻繁に取り付けられることにより、誤配線の可能性が高まる。照明システムの誤配線の
結果、ＬＥＤを実質的に損傷させるおそれがある。また、回路基板及び照明器具間に電線
が半田付けされるシステムにおいて、電線は交換や再配線が困難となる。具体的には、半
田は、電線の交換や再配線の前に電線から除去しなければならない。これはＬＥＤを損傷
するおそれがある。一般的に、ＬＥＤは交換に費用を要する。
【０００５】
　発明が解決しようとする課題は、複数の電線やコネクタを接続する必要性を減らす半導
体照明システムに対するニーズである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　解決手段は、ＬＥＤ相互接続システムにより提供される。このシステムは、ドライバ端
及び終端を有するケーブルを具備する。ケーブルは、ドライバ端及び終端間を延びる電力
経路及び戻り経路を有する。ドライバ端は、電力経路に電流を流すようドライバと係合す
るよう構成されている。終端は、電力経路及び戻り経路を結合するよう構成されると共に
、及びドライバに電流を戻すよう構成されている。コネクタは、ケーブルコンタクトと、
ケーブルコンタクトに結合されたＬＥＤコンタクトとを有する。ケーブルコンタクトは、
ケーブルを終端すると共に、ＬＥＤコンタクトに電流を流すよう電力経路に電気接続され
る。ＬＥＤ組立体は、ＬＥＤに結合された回路基板コンタクトを有する。コネクタのＬＥ
Ｄコンタクトは、ＬＥＤに電流を流すようＬＥＤ組立体の回路基板コンタクトと係合する
。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
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【図１】本発明の一実施形態に従って形成されたＬＥＤ相互接続システムの概略図である
。
【図２】本発明の一実施形態に従って形成された図１のシステムの一部を上から見た斜視
図である。
【図３】本発明の一実施形態に従って形成されたコネクタを上から見た斜視図である。
【図４】図３に示されたコネクタハウジングを上から見た斜視図である。
【図５】図３に示された電気コンタクトを上から見た斜視図である。
【図６】図３に示されたコネクタスタッファを下から見た斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態に従って形成された仮組立状態のコネクタ及びケーブルを上
から見た斜視図である。
【図８】図７に示された組立後の状態のコネクタ及びケーブルを上から見た斜視図である
。
【図９】本発明の一実施形態に従って形成されたＬＥＤ基板を上から見た斜視図である。
【図１０】本発明の一実施形態に従って形成された組立後の状態のコネクタ及びＬＥＤ基
板を上から見た斜視図である。
【図１１】図１０に示された組立後の状態のコネクタ及びＬＥＤ基板を上から見た斜視図
である。
【図１２】本発明の一実施形態に従って形成されＬＥＤ基板に結合された状態の別の実施
形態のコネクタを上から見た斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態に従って形成されＬＥＤ基板に結合された状態の別の実施
形態のコネクタを上から見た斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態に従って形成されＬＥＤ基板に結合された状態の別の実施
形態のコネクタを上から見た斜視図である。
【図１５】本発明の一実施形態に従って形成され開状態にあるケーブル終端器の正面図で
ある。
【図１６】閉状態にある図１５のケーブル終端器の正面図である。
【図１７】本発明の一実施形態に従って形成された電線対電線プラグ組立体の第２コネク
タの分解斜視図である。
【図１８】図１７に示された第２コネクタを上から見た斜視図である。
【図１９】本発明の一実施形態に従って形成された電線対電線プラグ組立体の第１コネク
タを上から見た斜視図である。
【図２０】図１９の第１コネクタを上から見た斜視図である。
【図２１】本発明の一実施形態に従って形成された電線対基板組立体を上から見た斜視図
である。
【図２２】本発明の一実施形態に従って形成されたプラグを上から見た斜視図である。
【図２３】本発明の一実施形態に従って形成されたケーブルを上から見た斜視図である。
【図２４】本発明の一実施形態に従って形成された別のＬＥＤ相互接続システムを上から
見た斜視図である。
【図２５】本発明の一実施形態に従って形成されケーブルに結合されたコネクタの分解斜
視図である。
【図２６】図２５のコネクタ及びケーブルの断面図である。
【図２７】本発明の一実施形態に従って形成され照明器具に結合されたコネクタを側面か
ら見た斜視図である。
【図２８】本発明の一実施形態に従って形成された別のケーブル終端器を上から見た斜視
図である。
【図２９】図２８のケーブル終端器を上から見た別の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、添付図面を参照して本発明を例示により説明する。
【０００９】
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　一実施形態において、発光ダイオード（ＬＥＤ）組立体が提供される。この組立体は、
ＬＥＤ端及びケーブル端を有する。コネクタは、ケーブルコンタクト及びＬＥＤコンタク
トを有する電気コンタクトを具備する。ケーブルコンタクトは、コネクタのケーブル端に
配置されると共にケーブルを終端するよう構成され、ケーブルの電力経路に電気的に接続
される。ＬＥＤコンタクトは、コネクタのＬＥＤ上に配置される。ＬＥＤ回路基板は回路
基板コンタクトを有する。ＬＥＤ回路基板はコネクタのＬＥＤ端に係合するよう構成され
るので、コネクタのＬＥＤコンタクトは、ＬＥＤ回路基板の回路基板コンタクトと電気係
合する。ＬＥＤはＬＥＤ回路基板上に実装される。ＬＥＤは、ＬＥＤ回路基板の回路基板
コンタクトに電気結合される。回路基板コンタクト及びコネクタの電気コンタクトは、コ
ネクタ及びＬＥＤ間の電気経路を形成する。第１電気経路は、ケーブルの電力経路からＬ
ＥＤへ電流を向けるよう構成される。第２電気経路は、ＬＥＤからケーブルの電力経路に
戻るよう電流を向けるよう構成される。
【００１０】
　別の実施形態において、ＬＥＤ相互接続システムが提供される。このシステムは、ドラ
イバ端及び終端を有するケーブルを具備する。ケーブルは、ドライバ端及び終端間を延び
る電力経路及び戻り経路を有する。ドライバ端は、ドライバと係合するよう構成され、電
力経路に電流を流す。終端は、電力経路及び戻り経路を結合し、ドライバに電流を戻すよ
う構成される。コネクタは、ケーブルコンタクトと、ケーブルコンタクトに結合されたＬ
ＥＤコンタクトとを有する。ケーブルコンタクトは、ケーブルを終端させると共に、電力
経路に電気接続されてＬＥＤコンタクトに電流を流す。ＬＥＤ組立体は、ＬＥＤ結合され
た回路基板コンタクトを有する。コネクタのＬＥＤコンタクトは、ＬＥＤ組立体の回路基
板コンタクトと係合してＬＥＤに電流を流す。
【００１１】
　別の実施形態において、ＬＥＤ相互接続システムが提供される。このシステムは、電流
を生成するよう構成されたドライバを有する。ケーブルは、ドライバ端及び終端を有する
。ケーブルは、ドライバ端及び終端間を延びる電力経路を有する。ドライバ端は、ドライ
バに係合して電力経路に電流を流す。コネクタは、ＬＥＤ端及びケーブル端を有する。コ
ネクタは、ケーブルコンタクト及びＬＥＤコンタクトを有する電気コンタクトを具備する
。ケーブルコンタクトは、コネクタのケーブル端に配置されてケーブルを終端すると共に
、ケーブルの電力経路に電気接続される。ＬＥＤコンタクトは、コネクタのＬＥＤ端に配
置される。ＬＥＤ回路基板は回路基板コンタクトを有する。ＬＥＤ回路基板はコネクタの
ＬＥＤ端に係合するので、コネクタのＬＥＤコンタクトは、ＬＥＤ回路基板の回路基板コ
ンタクトに電気係合する。ＬＥＤはＬＥＤ回路基板に実装される。このＬＥＤは、ＬＥＤ
回路基板の回路基板コンタクトに電気結合される。回路基板コンタクト及びコネクタの電
気コンタクトは、コネクタ及びＬＥＤ間の電気経路を形成する。第１電気経路は、ケーブ
ルの電力経路からＬＥＤに電流を向ける。第２電気経路は、ＬＥＤからケーブルの電力経
路に戻るよう電流を向ける。
【００１２】
　図１は、半導体照明システム用のＬＥＤ相互接続システム１００の概略図である。この
システム１００は、システム１００用に電力を供給するドライバ１０２を具備する。典型
的な実施形態において、ドライバ１０２は、電流として電力を供給する。ドライバ１０２
は、システム１００中に電流を流す回路基板を具備してもよい。ケーブル１０４はドライ
バ１０２に電気結合される。ケーブル１０４は、ドライバ端１１２及び終端１１４を有す
る。ケーブル１０４のドライバ端１１２はドライバ１０２に結合される。図示の実施形態
において、ケーブル１０４は、導体経路１０６を有するリボンケーブルである。導電経路
１０６は、システム１００を通して電流を流すよう構成されている。導電経路１０６は、
電力経路１０８及び戻り経路１１０を具備する。図示の実施形態は、２本の電力経路１０
８及び対応する２本の戻り経路１１０を示す。或いは、システム１００は、１本のみの電
力経路１０８及び対応する１本の戻り経路１１０を有してもよい。別の実施形態において
、システムは、任意の数の電力経路１０８及び対応する戻り経路１１０を有してもよい。
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電力経路１０８は、ドライバ１０２からケーブル１０４の終端１１４に電流を流す。終端
回路１１６は、ケーブル１０４の終端１１４に設けられる。終端回路１１６は、電力経路
１０８及び戻り経路１１０を結合する。戻り経路１１０は、ドライバ１０２に電流を戻し
てシステム１００中の電気回路を完成させる。
【００１３】
　少なくとも１個のコネクタ１１８は、ケーブル１０４のドライバ端１１２及び終端１１
４間でケーブル１０４に結合される。典型的な一実施形態において、コネクタ１１８は圧
接コネクタである。このコネクタ１１８は、ケーブルコンタクト１２０及びＬＥＤコンタ
クト１２２を具備する。ケーブルコンタクト１２０はＬＥＤコンタクト１２２に結合され
る。一実施形態において、ケーブルコンタクト１２０及びＬＥＤコンタクト１２２は、一
体的に打抜き加工され曲げ加工されてもよい。ケーブルコンタクト１２０は、ケーブル１
０４を突き刺すと共に電力経路１０８に電気係合する。ケーブルコンタクト１２０は、Ｌ
ＥＤコンタクト１２２に電流を流す。
【００１４】
　ＬＥＤ基板１２４はコネクタ１１８に結合される。ＬＥＤ基板１２４は、ＬＥＤ１２８
を有する回路基板１２６と、回路基板１２６に結合された温度センサ１３０を具備する。
温度センサ１３０は、ＬＥＤ基板１２４の温度を計測してＬＥＤ基板１２４が過熱してい
るかどうかを検知する。任意であるが、ＬＥＤ基板１２４は温度センサ１３０を有してい
なくてもよい。また、ＬＥＤ基板１２４は、ＬＥＤ１２８及び温度センサ１３０と電気係
合する回路基板コネクタ１３２を有する。コネクタ１１８のＬＥＤコンタクト１２２は、
ＬＥＤ基板１２４の回路基板コネクタ１３２と電気係合するよう構成される。基板コネク
タ１３２は、電力経路１０８からＬＥＤ１２８及び温度センサ１３０に電力を運ぶ。一方
の電力経路１０８はＬＥＤ１２８に電力を運び、他方の電力経路１０８は温度センサ１３
０に電力を運ぶ。温度センサ１３０を有していない一実施形態において、システム１００
は、１本の電力経路１０８及び１本の戻り経路１１０のみを要する。図示の実施形態にお
いて、電力経路１０８は、コネクタ１１８にスプライス接合されて入力電気経路１３４に
沿って電力経路１０８からＬＥＤ１２８及び温度センサ１３０に電流を向ける。次に、電
流は、出力電気経路１３６に沿ってＬＥＤ１２８及び温度センサ１３０から出る。出力経
路１３６は、ＬＥＤ１２８及び温度センサ１３０から電力経路１０８に戻るように電流を
導く。ＬＥＤ１２８に接続された入力電気経路１３４及び出力電気経路１３６は、温度セ
ンサ１３０に接続された入力電気経路１３４及び出力電気経路１３６の外側に配置されて
図示される。ＬＥＤ１２８に接続された入力電気経路１３４及び出力電気経路１３６は、
温度センサ１３０に接続された入力電気経路１３４及び出力電気経路１３６の内側に配置
されてもよいことに留意されたい。
【００１５】
　図２は、システム１００の一実施形態を示す斜視図である。図１の部品と同じ図２の部
品には同じ参照符合が付される。ドライバ１０２は、ドライバ１０２から延びる電線１３
８を有する。電線１３８は、電流を流すよう構成されている。電線１３８は、ドライバ端
１４０及び嵌合端１４２を有する。各電線１３８のドライバ端１４０はドライバ１０２に
結合される。各電線１３８の嵌合端１４２は、ケーブル１０４のドライバ端１１２に結合
される。ケーブル１０４は、絶縁体１４４を有するリボンケーブルとして図示される。絶
縁体１４４は、電力経路１０８及び戻り経路１１０を取り囲むと共に絶縁する。ケーブル
１０４及び電線１３８は、電線対電線プラグ組立体１４６に結合される。
【００１６】
　電線対電線プラグ組立体１４６は、第１コネクタ１５０及び第２コネクタ１５２を有す
る。典型的な一実施形態において、第１コネクタ１５０はジャックとして構成され、第２
コネクタ１５２はプラグとして構成される。或いは、第１コネクタ１５０がプラグとして
構成され、第２コネクタ１５２がジャックとして構成されてもよい。各電線１３８の嵌合
端１４２は、電線対電線プラグ組立体１４６の第１コネクタ１５０に結合される。ケーブ
ル１０４のドライバ端１１２は第２コネクタ１５２に結合される。第１コネクタ１５０は
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、電線１３８及びケーブル１０４を嵌合させるために第２コネクタ１５２に係合するよう
構成される。コネクタ１１８はケーブル１０４に結合される。コネクタ１１８は、ＬＥＤ
１２８に電力供給するためにＬＥＤ基板１２４に電流を供給する。ケーブル終端器１４８
は、ケーブル１０４の終端１１４に設けられる。ケーブル終端器１４８は、電力経路１０
８及び戻り経路１１０に結合する終端回路１１６を有する。
【００１７】
　図３はコネクタ１１８を示す。コネクタ１１８は、ハウジング１５４と、ハウジング１
５４に結合されたスタッファ１５６とを有する。ハウジング１５４は、ラッチ、切欠等で
スタッファ１５６に結合されてもよい。或いは、ハウジング１５４はスタッファ１５６に
圧入されてもよい。他の実施形態において、ハウジング１５４は、他の適当な接続手段を
使用してスタッファ１５６に結合されてもよい。コネクタ１１８は、ケーブル端１７０及
びＬＥＤ端１７２を有する。ハウジング１５４のケーブル端１７０は、その内部に形成さ
れた凹部１５８を有する。また、スタッファ１５６のケーブル端１７０は凹部１６０を有
する。スタッファ１５６がハウジング１５４に結合されると、凹部１５８は凹部１６０と
整合し、コネクタ１１８のケーブル端１７０に開口１６２を形成する。隣接する開口１６
２は、ハウジング１５４及びスタッファ１５６間に形成されたスロット１６４により結合
される。スロット１６４及び開口１６２は、ケーブル１０４を受容するよう構成される。
開口１６２は、ケーブルの導電経路１０６を受容する。
【００１８】
　コネクタ１１８のＬＥＤ端１７２は、電気コンタクト１６６を有する。電気コンタクト
１６６はＬＥＤコンタクト１６８を有する。ＬＥＤコンタクト１６８は、コネクタ１１８
のＬＥＤ端１７２から延びる。ＬＥＤコンタクト１６８は、ＬＥＤ基板１２４の回路基板
１２６と係合するよう構成される。ＬＥＤコンタクト１６８は、ＬＥＤ１２８に電力を供
給するよう構成される。一実施形態において、ＬＥＤコンタクト１６８はばねとして形成
される。これらのばねは、回路基板１２６と電気係合するよう回路基板１２６上に圧力を
与える。或いは、ＬＥＤコンタクト１６８は、回路基板１２６に半田付けするよう構成さ
れてもよい。
【００１９】
　図４はコネクタハウジング１５４を示す。ハウジング１５４は電気的絶縁材料から形成
される。コネクタハウジング１５４のケーブル端１７０は凹部１５８を有する。電気コン
タクト１６６は凹部１５８内に延びる。電気コンタクト１６６はケーブルコンタクト１７
４を有する。ケーブルコンタクト１７４は、図５に示されるように、電気コンタクト１６
６のＬＥＤコンタクト１６８と一体に形成されてもよい。ケーブルコンタクト１７４は、
間に間隙１８２を有する突起１８０を有する。ケーブルコンタクト１７４は凹部１５８か
ら延びる。ＬＥＤコンタクト１６８は、コネクタハウジング１５４のＬＥＤ端１７２に形
成されたスロット１７６を貫通する。ケーブルコンタクト１７４の突起１８０は、ケーブ
ル１０４の絶縁体１４４を突き刺すと共にケーブル１０４の電力経路１０８と係合するよ
う構成される。電力経路１０８は、突起１８０間の間隙１８２内に受容される。或いは、
ケーブルコンタクト１７４は、電力経路１０８を突き刺す１本の突起１８０のみを有して
もよい。ケーブルコンタクト１７４は、ＬＥＤコンタクト１６８に電流を導き、ＬＥＤ１
２８に電力を供給するよう構成される。コネクタハウジング１５４のケーブル端１７０に
は開口１７８が形成される。この開口１７８は２個の凹部１５８を貫通する。開口１７８
は、電力経路１０８を分岐させるよう構成された電線分岐部（wire bisector）（図示せ
ず）を受容するよう構成される。
【００２０】
　ハウジング１５４のケーブル端１７０は、その内部に形成された切欠１８４を有する。
切欠１８４は、ハウジング１５４にスタッファ１５６を保持するようスタッファ１５６と
係合するよう構成される。任意であるが、ハウジング１５４のケーブル端１７０は、スタ
ッファと係合するラッチを有してもよい。また、阿附１５４のＬＥＤ端１７２も切欠１８
６を有する。これらの切欠１８６は、スタッファ１５６のＬＥＤ端１７２と係合するよう
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構成される。或いは、ハウジング１５４のＬＥＤ端１７２は、スタッファ１５６と係合す
るラッチを有してもよい。別の実施形態において、スタッファ１５６及びハウジング１５
４は、それらに形成されたピン及び開口と共に圧入されてもよい。ハウジング１５４のＬ
ＥＤ端１７２には整合タブ１８８が設けられる。整合タブ１８８は、スタッファ１５６の
ＬＥＤ端１７２と係合し、スタッファ１５６及びハウジング１５４が結合する際にハウジ
ング１５４に対してスタッファ１５６を整合させる。
【００２１】
　図６はスタッファ１５６を示す。スタッファ１５６は電気的絶縁材料から形成される。
スタッファ１５６のケーブル端１７０は、ハウジング１５４に形成された切欠１８４に嵌
合するよう構成されたラッチ１９０を有する。或いは、ケーブル端１７０は、ハウジング
１５４に形成されたラッチを受容するよう構成された切欠を有してもよい。凹部１６０に
はスロット１９２は設けられる。スタッファ１５６がハウジング１５４に嵌合すると、ハ
ウジング１５４のケーブルコンタクト１７４は、ケーブル１０４の電力経路１０８と係合
すると共に、スロット１９２内に受容される。スロット１９２により、ケーブルコンタク
ト１７４が全体で電力経路１０８と係合できる。
【００２２】
　スタッファ１５６からは電線分岐部１９４が延びる。この電線分岐部１９４はスタッフ
ァ１５６と一体に形成される。或いは、電線分岐部１９４は別々に形成され、スタッファ
１５６に挿入されるよう構成されてもよい。スタッファ１５６がハウジング１５４に結合
されると、電線分岐部１８４は、電線経路１０８にスプライス接合され、ハウジング１５
４の開口１７８に受容される。電線分岐部１９４は電力経路１０８にスプライス接合され
るので、電力経路１０８の電流は、コネクタ１１８のＬＥＤコンタクト１６８へ及びＬＥ
Ｄコンタクト１６８から向けられる。別の一実施形態において、電力経路１０８は、ケー
ブル１０４がコネクタ２４０内に挿入される前に仮分岐されてもよい。電線分岐部１９４
は、例えば、プラスチック等の電気的絶縁材料から形成されてもよい。或いは、電線分岐
部１９４の先端１９６が金属で形成され、電線分岐部の本体１９８が電気的絶縁材料で形
成されてもよい。金属製の先端１９６は電力経路１０８をスプライス接合するよう構成さ
れる。スタッファ１５６がハウジング１５４と係合完了した後、金属製先端１９６は、金
属製先端１９６が電力経路１０８と接触しない開口１７８内に載置される。この位置にお
いて、電線分岐部１９４の絶縁本体１９８は、電力経路１０８に当接し、電力経路１０８
を絶縁すると共にＬＥＤコンタクト１６８に電流を向ける。別の実施形態において、電線
分岐部１９４全体は金属から形成される。電線分岐部１９４は、電線分岐部を絶縁するよ
う誘電材料でコーティングされる。
【００２３】
　スタッファ１５６のＬＥＤ端１７２はラッチ２００を有する。これらのラッチ２００は
、ハウジング１５４上にスタッファ１５６を保持するようハウジング１５４上に形成され
た切欠１８６と係合するよう構成される。或いは、スタッファ１５６のＬＥＤ端１７２は
、ハウジング１５４に形成されたラッチを受容するよう構成された切欠を有してもよい。
突起２０２は、スタッファ１５６のＬＥＤ端１７２から延びる。突起２０２は、ハウジン
グ１５４のスロット１７６内に受容されるよう構成される。突起２０２は、ＬＥＤコンタ
クト１６８にばね力を与えるようスロット１７６内に配置されたＬＥＤコンタクト１６８
に対して押圧する。また、スライダラッチのＬＥＤ端１７２は整合切欠２０４を有する。
これらの整合切欠２０４は、ハウジング１５４の整合タブ１８８を受容するよう構成され
、ハウジング１５４に対してスタッファ１５６を整合させる。
【００２４】
　図７は、仮組立状態２０６のコネクタ１１８及びケーブル１０４を示す。図８は、組立
後の状態２０８のコネクタ１１８及びケーブル１０４を示す。ケーブル１０４は、コネク
タハウジング１５４及びコネクタスタッファ１５６間に位置する。ケーブル１０４は、導
電経路１０６が図７に示されるように凹部１５８，１６０と整合するように配置される。
ケーブルコンタクト１７４は電力経路１０８と整合する。ラッチ１９０，２００は切欠１
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８４，１８６とそれぞれ整合する。整合タブ１８８は切欠２０４と整合する。スタッファ
１５６がハウジング１５４と係合すると、ケーブルコンタクト１７４はケーブル１０４の
絶縁体１４４を突き刺し、電力経路１０８と係合してＬＥＤコンタクト１６８に電流を流
す。ラッチ１９０，２００は、切欠１８４，１８６とそれぞれ係合し、ハウジング１５４
にスタッファ１５６を保持する。
【００２５】
　図９はＬＥＤ基板１２４を示す。ＬＥＤ基板１２４は回路基板コンタクト２１４を有す
る。ＬＥＤ基板１２４は、その一端２１８に配置された回路基板コンタクト２１４(図９
参照)を有する。回路基板コンタクト２１４はＬＥＤ１２８に電気接続される。回路基板
コンタクト２１４は導電パッドとして形成される。回路基板コンタクト２１４は、コネク
タ１１８のＬＥＤコンタクト１６８と係合して電流をＬＥＤ１２８に流すよう構成されて
いる。
【００２６】
　また、ＬＥＤ基板１２４は、その一端２１８に配置された係合機構２１６を有する。係
合機構２１６はコネクタ１１８に結合するよう構成されている。係合機構２１６はＬＥＤ
基板１２４に表面実装される。係合機構２１６は、ＬＥＤ基板１２４に半田付けされ、圧
入され、又は他の手段で結合されてもよい。係合機構２１６は回路基板コンタクト２１４
を取り囲む。係合機構２１６は、中心パネル２２０と、中心パネル２２０から延びるクリ
ップ２２２とを有する。中心パネル２２０は、このパネル２２０を貫通する整合化意向２
２８を有する。クリップ２２２はスロット２２４を有する。また、クリップ２２２はラッ
チ２２６を有する。
【００２７】
　図１０は、仮組立状態２１０のコネクタ１１８及びＬＥＤ基板１２４を示す。図１１は
、組立後の状態２１２のコネクタ１１８及びＬＥＤ基板１２４を示す。コネクタ１１８は
、ＬＥＤ１２８に電力を供給するようＬＥＤ基板１２４に結合される。コネクタ１１８は
、そのハウジング１５４に配置された整合タブ２３０を有する。整合タブ２３０は、中心
パネル２２０の開口２２８に合う寸法に設定される。コネクタ１１８がＬＥＤ基板１２４
に接続されると、整合タブ２３０は、ＬＥＤコンタクト１６８が回路基板コンタクト２１
４に整合するよう開口２２８内に受容される。また、整合タブ２３２もコネクタハウジン
グ１５４上に設けられる。整合タブ２３２は、係合機構２１６のクリップ２２２により形
成されたスロット２２４内に配置される。整合タブ２３２は、ＬＥＤ基板１２４に対して
コネクタ１１８をさらに整合させる。コネクタ１１８の整合タブ１８８は、係合機構２１
６のクリップ２２２に形成されたラッチ２２６の形状に対応する形状に形成される。ラッ
チ２２６は、コネクタ１１８がＬＥＤ基板１２４に接続されてコネクタ１１８をＬＥＤ基
板１２４に保持されると、整合タブ１８８にロックする。
【００２８】
　図１２はコネクタ４００を示す。コネクタ４００は、ケーブル１０４及びＬＥＤ基板１
２４を係合させるよう構成される。コネクタ４００は、コネクタ１１８と同じ部品を有す
る。また、コネクタ４００は、内部にケーブル終端回路１１６を有するケーブル終端器４
０２を有する。ケーブル終端器４０２は、ケーブル１０４とは反対側のコネクタ４００の
一側４０４に挿入される。ケーブル終端器４０２は、電力経路１０８と、電流をドライバ
１０２に戻す戻り経路１１０とを接続する。
【００２９】
　図１３は、ＬＥＤ基板１２４に結合された別のコネクタ２４０を示す。コネクタ２４０
は、ＬＥＤ１２８に電力を供給するようＬＥＤ基板１２４に接続される。コネクタ２４０
は、内部に開口（図示せず）が形成された電線分岐部２４２を受容するコネクタスタッフ
ァ２４４を有する。電線分岐部２４２は、ＬＥＤ基板１２４へ及びＬＥＤ基板１２４から
電力経路１０８の向きを変更するためにケーブル１０４の電力経路１０８に接合するよう
構成される。また、スタッファ２４４は、スタッファ２４４から延びるラッチ２４６を有
する。コネクタ２４０は、スタッファ２４４に結合されたハウジング２４８を有する。ハ
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ウジング２４８は、ハウジング２４８から延びる整合タブ２５０を有する。
【００３０】
　ＬＥＤ基板１２４は、その上に配置された係合機構２５２を有する。係合機構２５２は
、中心パネル２５４と、中心パネル２５４から延びるフランジ２５６とを有する。これら
のフランジ２５６はスロット２５８を形成する。これらのスロット２５８は、コネクタ２
４０の整合タブ２５０を受容してＬＥＤ基板１２４に対してコネクタ２４０を整合させる
。コネクタ２４０のラッチ２４６は、係合機構２５２の中心パネル２５４に係合してＬＥ
Ｄ基板１２４にコネクタ２４０をロックする。
【００３１】
　図１４は、ＬＥＤ基板１２４に結合された別のコネクタ２６０を示す。コネクタ２６０
は、ＬＥＤ１２８に電力を供給するためにＬＥＤ基板１２４に接続する。コネクタ２６０
は、フック２６４を有するラッチ２６２を具備する。ラッチ２６２は、コネクタ２６０か
ら延びると共にスロット２６６を形成する。ＬＥＤ基板１２４は、フランジ２７０を有す
る係合機構２６８を具備する。フック２７０はフランジ２７０から延びる。これらのフラ
ンジ２７０は、コネクタ２６０のラッチにより形成されたスロット２６６内に載置される
。フランジ２７０は、コネクタ２６０をＬＥＤ基板１２４に整合させるためにスロット２
６６内に載置される。ラッチ２６２のフック２６４は、ＬＥＤ基板１２４にコネクタ２６
０をロックさせるために係合機構２６８のフック２７２とロックする。
【００３２】
　図１５は、開状態２７８にあるケーブル終端器１４８を示す。ケーブル終端器１４８は
、ハウジング２８０及びスタッファ２８２を有する。スタッファ２８２はハウジング２８
０内に受容されるよう構成される。ハウジング２８０はスロット２８４を有する。スロッ
ト２８４はスタッファ２８２を受容するよう構成される。ハウジング２８０のスロット２
８４の間には、凹部２８６が形成される。凹部２８６は、ケーブル１０４の導電経路１０
６を受容するよう構成される。スタッファ２８２はフランジ２８８を有する。これらのフ
ランジ２８８は、ハウジング２８０のスロット２８４内に受容されるよう構成される。ス
タッファ２８２のフランジ２８８の間には、凹部２９０が形成される。スタッファ２８２
の凹部２９０は、ハウジング２８０の凹部２８６と整合する。凹部２９０は、ケーブル１
０４の導電経路１０６を受容するよう構成される。
【００３３】
　図１６は、閉状態２９２にあるケーブル終端器１４８を示す。閉状態２９２において、
スタッファ２８２は、摺動してハウジング２８０と係合状態になる。スタッファ２８２の
フランジ２８８は、ケーブル終端器１４８を形成するためにハウジング２８０のスロット
２８４を通って摺動する。スタッファ２８２は、ハウジング２８０の凹部２８６がスタッ
ファ２８２の凹部２９０と整合して開口２９４を形成するように、ハウジング２８０と係
合する。ケーブル１０４の導電経路１０６は、ケーブル１０４を終端するよう開口２９４
内に受容される。終端回路１１６（図１参照）はケーブル終端器１４８内に収容される。
終端回路１１６は、電力経路１０８を戻り経路１１０に結合し、ケーブル１０４を流れる
電流用の回路を完成させる。
【００３４】
　図１７は、電線対電線プラグ組立体１４６の第２コネクタ１５２の分解図である。第２
コネクタ１５２は、ケーブル端３２０及び嵌合端３２２を有する。第２コネクタ１５２は
、ハウジング３００、スタッファ３０２、及び電気コンタクト３０４を有する。ハウジン
グ３００はスタッファ３０２に結合するよう構成される。電気コンタクト３０４は、ハウ
ジング３００及びスタッファ３０２の間で第２コネクタ１５２内に収容されるよう構成さ
れる。電気コンタクト３０４は、ケーブルコンタクト３０６及び嵌合コンタクト３０８を
有する。ハウジング３００の嵌合端３２２は、内部に電気コンタクト３０４を受容するス
ロット３１０を有する。ハウジング３００のケーブル端３２０は、ケーブル１０４の導電
経路１０６を受容するよう構成された凹部３１２を有する。電気コンタクト３０４は、ケ
ーブルコンタクト３０６が凹部３１２内に載置されるように配置される。
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【００３５】
　スタッファ３０２は、スタッファ３０２をハウジング３００に嵌合させるために、ハウ
ジング３００に形成された切欠３１６に係合するよう構成されたラッチ３１４を有する。
また、スタッファ３０２は、ハウジング３００に形成された凹部３１２に対応する凹部（
図示せず）を有する。ハウジング３００に形成された凹部３１２及びスタッファ３０２に
形成された凹部は、ケーブルコンタクト３０６がケーブル１０４を突き刺すと共に導電経
路１０６と係合するように、ケーブル１０４の導電経路１０６を受容する。
【００３６】
　図１８は、ケーブル１０４に結合された第２コネクタを示す。スタッファ３０２のラッ
チ３１４は、ハウジング３００に形成された切欠３１６に固定される。ケーブル１０４は
、コネクタ１５２のケーブル端３２０に固定される。導電経路１０６は、ハウジングの凹
部３１２及びスタッファ３０２の対応する凹部により形成される開口（図示せず）内に位
置する。ケーブルコンタクト３０６は、ケーブル１０４の導電経路１０６と係合して電流
を嵌合コンタクト３０８に向ける。嵌合コンタクト３０８は、第２コネクタ１５２の嵌合
端３２２に形成された開口３１８から延びる。嵌合コンタクト３０８は、電線対電線プラ
グ組立体１４６の第１コネクタ１５０の対応するコンタクトと係合するよう構成される。
或いは、嵌合コンタクト３０８はＬＥＤ基板１２４と直接係合してもよい。
【００３７】
　図１９は、仮組立状態３００にある電線対電線プラグ組立体１４６の第１コネクタ１５
０を示す。図２０は、組立後の状態３３２の第１コネクタ１５０を示す。第１コネクタ１
５０は、電線端３３４及び嵌合端３３６を有する。第１コネクタ１５０は、ハウジング３
３８及びスタッファ３４０を有する。ハウジング３３８は電線コンタクト３４２を有する
。電線コンタクト３４２は、ハウジング３３８の嵌合端３３６に沿って延びる嵌合コンタ
クト３５０（図１８参照）に電気結合される。スタッファ３４０は、電線コンタクト３４
２と整合する開口３４４を有する。開口３４４は、ドライバ１０２から延びる電線１３８
を受容するよう構成されている。ラッチ３４６はスタッファ３４０から延びる。ラッチ３
４６は、ハウジング３３８上に形成された切欠３４８と係合するよう構成される。
【００３８】
　組立状態３３２において、スタッファ３４０のラッチ３４６は、ハウジング３３８をス
タッファ３４０に結合させるようハウジング３３８と係合する。電線１３８は、スタッフ
ァ３４０に形成された開口３４４内に位置する。スタッファ３４０がハウジング３３８に
結合すると、電線１３８は電線コンタクト３４２と係合するよう強制される。電線コンタ
クト３４２は、電線１３８を突き刺して電流を電線１３８から嵌合コンタクト３５０に向
ける。第１コネクタ１５０の嵌合端３３６は、第２コネクタ１５２の嵌合端３２２と係合
するよう構成される。第１コネクタ１５０が第２コネクタ１５２に結合すると、第２コネ
クタ１５２の嵌合コンタクト３０８は第１コネクタ１５０の嵌合コンタクト３５０と係合
する。第１コネクタ１５０及び第２コネクタ１５２は、電流を電線１３８からケーブル１
０４に向けるよう係合する。
【００３９】
　図２１は、本発明に一実施形態に従って形成され、システム１００と共に使用可能な電
線対基板組立体３６１を示す。この電線対基板組立体３６１は第２コネクタ１５２を組み
込む。電線対基板組立体３６１は、第２コネクタ１５２をドライバ１０２に直接結合する
ことができる。電線対基板組立体は、電線１３８を不要にすることができる。電線対基板
組立体３６１は、ドライバ１０２に接続されたプラグ３６２を有する。図２０に示される
ように、プラグ３６２は回路基板コンタクト３６４を有する。回路基板コンタクト３６４
は、ドライバ１０２の回路基板３６６（図２２参照）に接続される。回路基板３６６は、
ＬＥＤ１２８を駆動する電流を生成する。プラグ３６２は嵌合コンタクト３６８を有する
。第２コネクタ１５２はプラグ３６２内に受容されるよう構成される。第２コネクタ１５
２の嵌合コンタクト３０８は、プラグ３６２の嵌合コンタクト３６８と係合して電流をケ
ーブル１０４に向ける。
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【００４０】
　図２３はケーブル１０４を示す。導電経路１０６はケーブル１０４を貫通して延びる。
図示の実施形態は４本の導電経路１０６を示す。或いは、ケーブル１０４は、２本の導電
経路１０６のみを有してもよいし、４本を超える数の導電経路１０６を有してもよい。導
電経路１０６の数は、ケーブル１０４に取り付けられた部品の数に対応する。各部品は、
電力経路１０８及び戻り経路１１０を要する。任意であるが、ケーブル１０４はまた、接
地経路を有してもよい。導電経路１０６は、絶縁体１４４により覆われ保護される。
【００４１】
　導電経路１０６は、絶縁体１４４に形成されたスペーサ３７０により分離される。導電
経路１０６は等しい間隔を有して図示される。或いは、導電経路１０６間の間隔を変更し
てもよい。絶縁体１４４は、第１極フラップ３７２と、その反対側の第２極フラップ３７
４とを有する。第１極フラップ３７２は所定長さ３７６を有し、第２極フラップ３７４は
所定長さ３７６とは異なる長さ３７８を有する。極フラップ１７２，１７４は、ケーブル
１０４をコネクタ１１８内に整合させるよう異なる長さ１７６，１７８を有する。極フラ
ップ１７２，１７４は、ケーブル１０４がコネクタ１１８内に上下逆に挿入されないよう
にするために、ケーブル１０４と整合する。
【００４２】
　図２４は、本発明の一実施形態に従って形成された、半導体照明システム用の別のＬＥ
Ｄ相互接続システム６００を示す。システム６００はドライバ６０２を有する。ドライバ
６０２は、ドライバ６０２から延びる電線６０４を有する。ドライバ６０２は、システム
６００全体に電流を流す回路基板を有する。電線６０４は電流を流すよう構成される。電
線６０４は、ドライバ端６０６及び嵌合端６０８を有する。各電線６０４のドライバ端６
０６はドライバ６０２に接続される。各電線６０４の嵌合端６０８は、電線対電線プラグ
組立体６１０に接続される。電線対電線プラグ組立体６１０は、第１コネクタ６１２及び
第２コネクタ６１４を有する。典型的な一実施形態において、第１コネクタ６１２はジャ
ックとして構成され、第２コネクタ６１４はプラグとして構成される。或いは、第１コネ
クタ６１２がプラグとして構成され、第２コネクタ６１４がジャックとして構成されても
よい。各電線６０４の嵌合端６０８は、電線対電線プラグ組立体６１０の第１コネクタ６
１２に結合される。ケーブル６１６は、第２コネクタ６１４に電気接続される。第２コネ
クタ６１４は、電線６０４をケーブル６１６に嵌合させるよう第１コネクタ６１２に係合
する。
【００４３】
　ケーブル６１６は、ドライバ端６１８及び終端６２０を有する。ケーブル６１６のドラ
イバ端６１８は、電線対電線プラグ組立体６１０の第２コネクタ６１４に接続される。図
示の実施形態において、ケーブル６１６は、電力経路６２２及び戻り経路６２４を有する
リボンケーブルである。電力経路６２２は、ドライバ６０２からケーブル６１６の終端６
２０まで電流を流す。ケーブル終端器６２６は、ケーブル６１６の終端６２０に接続され
る。ケーブル終端６２６は、電力経路６２２及び戻り経路６２４を接続する終端回路（図
示せず）を有する。戻り経路６２４は、電流をドライバ６０２に戻し、システム６００全
体の電気回路を完成させる。
【００４４】
　ケーブル６１６のドライバ端６１８と終端６２０との間で、少なくとも１個のコネクタ
６２８がケーブル６１６に接続される。典型的な一実施形態において、コネクタ６２８は
圧接コネクタである。コネクタ６２８は取付パネル６３０に結合される。コネクタ６２８
は、ケーブル６１６が取付パネル６３０の下側６３２に沿って延びるように、取付パネル
６３０に結合される。コネクタ６２８が取付パネル６３０に結合されると、取付パネル６
３０の下側６３２及び電線６１６は見えない。コネクタ６２８は、取付パネル６３０の開
口を貫通するＬＥＤコネクタ６３４を有する。
【００４５】
　ＬＥＤ基板６３６は、コネクタ６２８のＬＥＤコネクタ６３４に結合される。ＬＥＤ基
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板６３６は回路基板６３８を有し、回路基板６３８は、回路基板６３８に接続されたＬＥ
Ｄ６４０を有する。ＬＥＤ基板６３６は、コネクタ６２８に電気係合してＬＥＤ６４０に
電力を供給する。電力６２２は、ＬＥＤ６４０に電力を流す。電力経路６２２は、コネク
タ内でスプライス接合されてＬＥＤ６４０に電流を向ける。次に、電流はＬＥＤ６４０か
ら出て行き、電力経路６２２に戻る。
【００４６】
　図２５は、コネクタ６２８の分解図である。コネクタ６２８は、ハウジング６４２及び
スタッファ６４４を有する。ハウジング６４２はＬＥＤコネクタ６３４を有し、ＬＥＤコ
ネクタ６３４は内部に形成されたスロット６４６を有する。スロット６４６は、ＬＥＤ基
板６３６を受容するよう構成される。ＬＥＤコネクタ６３４には、スタッファ６４４と係
合するよう構成された切欠６５４が形成される。ハウジング６４２には、スロット６４６
の反対側に開口６４８が形成される。ハウジング６４２は、ＬＥＤコネクタ６３４に接続
されたケーブルコネクタ６５０を有する。ケーブルコネクタ６５０は、ケーブル６１６の
電力経路６２２及び戻り経路６２４を受容する凹部６５２を有する。
【００４７】
　スタッファ６４４はハウジングラッチ６５６を有する。ハウジング６４２がスタッファ
６４４に接続されると、ハウジングラッチ６５６は切欠６５４に係合してハウジング６４
２及びスタッファ６４４を嵌合させる。スタッファ６４４はまた、取付パネル６３０に係
合するよう構成された取付ラッチ６５８を有する。スタッファ６４４には、ケーブル６１
６の電力経路６２２及び戻り経路６２４を受容するよう構成されたラッチ６６０が形成さ
れる。スロット６６２は凹部６６０に形成される。
【００４８】
　コネクタ６２８は電気コンタクト６６４を有する。電気コンタクト６６４は、ＬＥＤコ
ンタクト６６８及びケーブルコンタクト６７０を有する。ＬＥＤコンタクト６６８は、ハ
ウジング６４２に形成された開口６４８に挿入されるよう構成される。ＬＥＤコンタクト
６６８は、開口６４８を貫通すると共にスロット６４６内に延びる。ＬＥＤコンタクト６
６８は、ＬＥＤ基板６３６と係合するよう構成される。ケーブルコンタクト６７０は、ス
タッファ６４４に向かって延びると共にケーブル６１６の電力経路６２２と係合するよう
構成される。スタッファ６４４は、電力経路６２２にスプライス接合するようスタッファ
６４４を通って受容される電線分岐部６７２を有する。
【００４９】
　図２６は、ケーブル６１６に結合されるコネクタ６２８の断面図である。ケーブル６１
６は、スタッファ６４４及びハウジング６４２間に配置される。スタッファ６４４のハウ
ジングラッチ６５６は、ハウジング６４２の切欠６５４に係合する。ハウジングラッチ６
５６の反対側のスタッファ６４４上には、別のハウジングラッチ６７４が設けられる。ハ
ウジングラッチ６７４は、ハウジング６４２上に形成された切欠６７６と係合する。ラッ
チ６５６，６７４は、ハウジング６４２上にスタッファ６４４を保持する。
【００５０】
　整合フランジ６７８は電気コンタクト６６４から延びる。フランジ６７８は、ハウジン
グ６４２に形成されたスロット６８０内に保持される。フランジ６７８は、ハウジング６
４２内で電気コンタクト６６４を保持する。ＬＥＤコンタクト６６８は、スロット６４６
内に延びると共に、スロット６４６内に挿入されたＬＥＤ基板６３６にアクセス可能であ
る。ケーブルコンタクト６７０は、スタッファ６４４内に延びると共にスロット６６２内
に受容される。
【００５１】
　ケーブル６１６は、電力経路６２２及び戻り経路６２４が凹部６５２，６６０間に位置
するように、ハウジング６４２及びスタッファ６４４間に配置される。ケーブルコンタク
ト６７０は、ケーブル６１６を突き刺すと共に電力経路６２２と係合する。ケーブルコン
タクト６７０は、電力経路６２２及びＬＥＤコンタクト６６８間に電流を向ける。
【００５２】
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　図２７は、取付パネル６３０に結合されたコネクタ６２８を示す。取付パネル６３０は
、下側６３２及びＬＥＤ側６８２を有する。取付パネル６３０を開口６８４が貫通する。
コネクタ６２８は、開口６８４内に挿入されると共に取付ラッチ６５８により保持される
。取付ラッチ６５８は、開口６８４の一側６８６と係合して取付パネル６３０内にコネク
タ６２８を保持する。コネクタ６２８は、ケーブル６１６が取付パネル６３０の下側６３
２に沿って延びるように取付パネル６３０に結合される。ケーブル６１６は、設置時には
取付パネル６３０の下側６３２上に見えない。ＬＥＤコネクタ６３４は、取付パネル６３
０のＬＥＤ側６８２上に位置する。ＬＥＤ基板６３６は、取付パネル６３０のＬＥＤ側６
８２上に位置するように、スロット６４６内に挿入されるよう構成される。
【００５３】
　図２８は、本発明の一実施形態に従って形成された別のケーブル終端器７００を示す。
図２９は、別の角度から見たケーブル終端器７００を示す図である。ケーブル終端器７０
０は、コネクタ及びケーブル終端器の両方として機能する。ケーブル終端器７００は、電
力経路７０４及び戻り経路７０６を有するケーブル７０２を受容する。ケーブル終端器７
００は、ＬＥＤ基板（図示せず）に電力を供給するために電力経路７０４と係合する電気
コンタクト（図示せず）を有する。電力経路７０４は、電気コンタクトに電流を向けるよ
う電線分岐部７０８にスプライス接合される。電線分岐部７０８は、電力経路７０４への
アクセスを提供するスロット７１０内に受容されるよう構成される。
【００５４】
　また、終端スロット７１２はケーブル終端器７００に設けられる。終端スロット７１２
は、電力経路７０４及び戻り経路７０６の両方へのアクセスを提供する。終端回路７１４
（図２７参照）は終端スロット７１２内に受容される。終端回路７１４は、電力経路７０
４を戻り経路７０６に結合させて回路を完成させる。ケーブル終端器７００は、ＬＥＤ基
板に電力を供給しながらケーブル７０２を終端する。
【符号の説明】
【００５５】
１００　ＬＥＤ相互接続システム
１０２　ドライバ
１０４　ケーブル
１０８　電力経路
１１０　戻り経路
１１２　ドライバ端
１１４　終端
１１８　コネクタ
１２０　ケーブルコンタクト
１２２　ＬＥＤコンタクト
１２４　ＬＥＤ組立体
１２８　ＬＥＤ
１３２　回路基板コネクタ（回路基板コンタクト）
１３８　電線
１４６　電線対電線プラグ組立体
１４８　ケーブル終端器
１７２　ＬＥＤ端
１９４　電線分岐部
２１６　係合機構
２５２　係合機構
２７０　フランジ
３６１　電線対基板組立体
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